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特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
は
、
昨
年
、
全
国
で
一
万
三
千
三
百
九
十
二
件
で
約
五
六
五
億

円
の
被
害
が
発
生
し
、
本
県
に
お
い
て
も
六
十
二
件
、
被
害
金
額
約
三
億
八
千
万
円
と
、
全
国
、
本
県
と
も

に
件
数
、
被
害
総
額
は
前
年
か
ら
大
幅
に
増
加
し
、
過
去
最
悪
と
な
っ
た
。

本
年
も
五
月
末
現
在
で
、
全
国
で
は
五
千
八
百
件
、
被
害
総
額
約
一
九
三
億
円
、
本
県
で
は
三
十
四
件
、

被
害
総
額
約
九
千
万
円
の
被
害
が
発
生
し
、
全
国
、
本
県
と
も
被
害
額
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
件
数
は

大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
本
県
は
、
被
害
防
止
機
器
（
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
、
自
動
警
告
・
通
話
録
音
機
）
の
無

償
貸
与
等
の
実
施
を
始
め
と
し
て
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話
に
よ
る
戸
別
の
呼
び
掛
け
や
各
種
広
報
媒

体
を
活
用
し
た
注
意
喚
起
、
金
融
機
関
と
連
携
し
た
「
預
貯
金
小
切
手
を
活
用
し
た
被
害
防
止
対
策
」
等
を

推
進
し
て
い
る
。
加
え
て
、
犯
行
使
用
口
座
の
凍
結
、
携
帯
電
話
の
解
約
そ
の
他
の
犯
行
ツ
ー
ル
の
無
力
化

対
策
等
に
よ
り
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
犯
人
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
及
び
役
割
分
担
化
並
び
に
犯
行
手
口
の
巧
妙
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
単
位
を
超
え
た
全
国
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
特
殊
詐
欺
を
抑
止
す
る
た
め
、
各
省

庁
連
携
の
上
、
関
係
す
る
機
関
・
団
体
等
へ
の
働
き
掛
け
と
国
民
へ
の
広
報
啓
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

被
害
防
止
機
器
の
普
及
促
進
を
図
る
等
、
効
果
的
な
取
組
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
六
日
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